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＜ 主な内容 ＞ ( 数字はページ数 ) 
＊会長挨拶 学校長挨拶(4) ＊恩師寄稿・追懐等(19) 
会員の寄稿(31) ＊会員相談部規定・物故者・弔慰(4)  

＊教育春秋(9) ＊会員感想(15) ＊母校便り・各支部消息(32) 
＊会務・会計報告・役員名簿・会則等(13) ＊編集後記(4) 
 

会長の挨拶に、母校６０周年記念事業が盛大に挙行され、奨学資金

募集、友松会館の経営、会員の研修等の計画が次々と実行され、良い

成果を収めていると書かれている。 
友松会の会員は、4,000 名に達している。卒業生の大多数は初等中等

の教育に従事しているものの、政治の世界で献身的に働いている者、

経済界で奮闘している者等も数多く、それぞれの分野で活躍している

ことが挨拶文からうかがえる。 
師範学校校長は「真にわが教育界は多事と云わねばならぬ」と挨拶

の中で書いている。政府は、義務教育年限延長、小学校教員の全額国

庫支弁を決めている。また「国家興隆の淵源は教育の振興に俟つ所大」

「国家百年の計たる教育においては、わが国本来の精神に立脚して、十分なる省察を加えて、

確乎たる教育国策を樹立せねばならぬ」と力説している。 
 
友松会「会員相談部」開設 

右の記事は、「会員相談部」開設のお知らせ記事である。 
１ 取扱部門 

① 教育上の研究に関する件 
② 一身上に関する件 
③ 法律訴訟に関する件 

２ 取扱方法 
・本人より直接口頭又は書面を以って申し出ずること 

３ 相談部役員 
・会員出身弁護士と役員９名 

「友松」の変遷 



 
鈴木友三郎氏は、慶応２年、神奈川県西多摩郡東秋留村の中村卯兵衛氏の四男に生まれ、明

治１８年神奈川県師範学校を卒業し、小学校で教鞭をとっていたが、明治２５年、東京神田の

鈴木家の養子となり、明治２９年の春、鈴木氏は同じ会員の三樹一平氏と「明治書院」を創立

した。それ以来３０余年、養家のため「明治書院」のため、わが国出版会のために努力された。 
昭和１１年、当時の明治書院の専務は、常に鈴木さんの徳をたたえて、鈴木さんが書かれた

訓言を表装して秘蔵していたそうである。 
 
【編集後記】より 
「内にありては、やがて国家の重任は双肩に負ふべき陛下の赤子の教養に日夜これ努め、外に

あっては男女青年教育は申すに及ばず、広く社会の陣頭に立って国氏を教化し、社会を指導し

つつある会員諸賢、時流に棹さし、世相に鑑みて、或は国体明徴、選挙粛正、或は庶政一新、

或は国民外交と、極めて多事多難或はな本年を、よくその職責を自覚して、その使命を全うせ

られ、誠に心残りなき本年でありました」と時勢を良く表現している。 
「表紙絵は新進図画教育者中村亨君(昭和 10 卒)にお願いしたものであります」と記している。 
 
 


